





















Development of support programs for promoting the improvement of the quality of 
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研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is twofold. One of the purposes is to develop 
support programs for promoting the improvement of the quality in relationships between parents and 






















めが難しいといわれる。日本小児科学会が 2003 年に 17 ヵ月から 19 ヵ月を対象に行った調査
では、１日４時間以上の子ども（長時間視聴児）は、４時間未満の子どもに比べ、有意語出現



















(Trevarthen & Hubley, 1978）。このような、自分―人（二項関係）や自分－モノ人（三項関係）
の関係の生成は、その後の言語の発達の基盤(Scaife & Bruner,1975)や社会的コミュニケーシ
ョンの先駆体が形成される。そうした発達の変化は 6 か月頃から現出し、9 か月頃に養育者と
自発的に共同するようになる（Tomasello,1993）。そして、13 か月頃に言語コードが入り込ん
で養育者とコミットメントできるようになり、18 か月頃から空間表象的になるとされる





































1994-1996 年に生まれた日本の乳児とその母親 6 組（男児 3 名、女児 3 名）、1994 年に生ま
れたアメリカの乳児とその母親 6 組（男児 3 名、女児 3 名）。アメリカの被験者は、筆者がア
メリカで1年間在外研究した時の被験者である。3か月から1歳になるまで月二回家庭訪問し、
30 分間の自由遊び場面と 30 分のインタビューを行った乳児とその母親である。また、日本に
おける母親も、アメリカの母親との比較研究のために、同じ条件で 3 か月から 1 歳になるまで
月二回家庭訪問し、30 分間の自由遊び場面と 30 分のインタビューを行った乳児とその母親で
ある。また、今日の被験者は、2016-2017 年に生まれた日本の乳児とその母親・父親 7 組（男















項目を設定した。分析に際しては、家庭における自由遊び 30 分間のうち後半 10 分を分析対象
に、10 秒ごとに区切り、生起頻度を記録した。コーディングは心理学を専攻する 2 人の観察者








































2018）、アタッチメント理論に基づくビデオを用いた COS プログラム（Cooper, G., Hoffman, 
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